
２０１０年１月２９日

「ＮＴＴ－グリーンＬＬＰ」によるソーラーシステムの運用開始につ
いて

～企業グループのＬＬＰとして日本初の取り組み～

　ＮＴＴグループでは、「つなぐ。それは、ＥＣＯ」を合言葉にグループ一体
となって環境貢献活動に取り組んでいますが、その一環として環境にやさしい
自然エネルギーの普及促進施策「グリーンＮＴＴ」を推進しています。低炭素
社会のシンボルとも言えるソーラーシステム（太陽光発電）の導入拡大に努
め、平成２４年度までにグループ全体で５ＭＷ規模の保有をめざしています。
　取り組みの推進主体として設立した「ＮＴＴ－グリーン有限責任事業組合」
（以下、ＮＴＴ－グリーンＬＬＰ）を中心に太陽光発電施設の構築を進めてき
ましたが、平成２２年２月１日、グループ保有施設３箇所において、ＮＴＴ－
グリーンＬＬＰによる太陽光発電施設の運用を開始します。企業グループのＬ
ＬＰによる太陽光発電の導入と、グリーン電力証書を融合した環境事業は、日
本初の取り組みになります。
　なお、３箇所合計での発電容量は５３０ｋＷで、グループ各社が個別で導入
したものとあわせると、グループ全体での太陽光発電施設の発電容量規模は約
３ＭＷとなります。
　ＮＴＴグループは、今後も低炭素社会の実現に向け、自然エネルギーの国内
普及拡大に貢献するため、自らも率先して取り組んでいきます。

１．運用を開始する太陽光発電施設※1

設置場所 所属会社 発電容量 運用開始予定日

筑波研究開発センタ
（茨城県つくば市）

ＮＴＴ １００ｋ
Ｗ

平成２２年２月１
日

東日本ロジスティクスセン
タ※2

（埼玉県加須市）

ＮＴＴ東日
本

３００ｋ
Ｗ

平成２２年２月１
日

名古屋ロジスティクスセン
タ※2

ＮＴＴ西日
本

１３０ｋ
Ｗ

平成２２年２月１
日



（愛知県丹羽郡）
※1推定発電量は上記建物で現在利用されている電力消費量の約９％に相当し、発電量のう
ち建物内消費分の環境価値はグリーン電力証書として証書所有者に帰属します。

※2当該施設を使用し「物流センタ」を運営する（株）ＮＴＴロジスコが、電力消費者とな
ります。

２．今後のＮＴＴ－グリーンＬＬＰによる主な取り組みについて
（１）グループ・シナジーによるＬＬＰの運営
　ＮＴＴ、ＮＴＴ東日本、ＮＴＴ西日本などのグループ会社が保有する
不動産を中心に、更なる太陽光発電施設の設置を効率的に進めていきま
す。グループ各社は本ＬＬＰに出資・参画することで、自然エネルギー
の設備拡大に貢献します。また、自治体（佐久市（長野県）及び高知
県）とのＬＬＰの運営実績のあるＮＴＴファシリティーズのスキル・ノ
ウハウを活用します。

（２）太陽光発電施設設置計画
　平成２２年度中に３箇所、約５４０ｋＷの設備構築を行う予定であ
り、平成２４年度までに本ＬＬＰにより約２．１ＭＷの太陽光発電設備
の構築をめざします。

（３）グリーン電力証書の発行・交付について
　太陽光発電施設での発電量実績に応じた「グリーン電力証書」を発行
し、出資企業に対し、出資割合に応じて交付します。交付を受けるグル
ープ各社では、イベントでの電力利用や東京都環境確保条例によるＣＯ2
排出削減に換算するなど、自社の環境付加価値として活用していきま
す。

【参考】ＮＴＴ－グリーンＬＬＰの概要
（１）事業概要 ：太陽光発電施設によるエネルギー供給、関連サービス

の提供　等
（２）設立 ：平成２０年８月２９日
（３）所在地 ：東京都港区芝浦３丁目４番１号
（４）出資金総額：約４０億円（平成２４年度までの出資予定金額累計）
（５）出資組合員：日本電信電話株式会社、東日本電信電話株式会社、西

日本電信電話株式会社、エヌ・ティ・ティ・コミュニ
ケーションズ株式会社、株式会社エヌ・ティ・ティ・
データ、株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ、株式会
社ＮＴＴファシリティーズ、エヌ・ティ・ティ・コム
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